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三　

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主

義
規
制
へ
の
国
際
的
な
対
応

　

多
く
の
国
が
人
種
差
別
や
排
外
主
義
（
ゼ
ノ

フ
ォ
ビ
ア
）
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
連
す
る
行
動

を
刑
事
罰
の
対
象
と
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
の

よ
う
な
情
報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
流
布

は
、
法
の
執
行
に
さ
ら
に
大
き
な
課
題
さ
え
も

た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
効
果
的
な
国
内
お
よ

び
国
際
的
な
対
応
を
包
括
す
る
協
調
的
ア
プ
ロ

ー
チ
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

や
人
種
差
別
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
規
制
は
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
開
か
れ
た
人
種
主

義
、
人
種
差
別
、
排
外
主
義
、
お
よ
び
関
連
の

不
寛
容
に
反
対
す
る
世
界
会
議
（W

orld 
C
onference against R

acism
, R
acial 

D
iscrim

ination, X
enophobia, and 

R
elated Intolerance : 

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｒ
、
二
〇
〇

一
年
八
月
三
一
日
〜
九
月
七
日
）
に
お
い
て
議

論
さ
れ
た
主
要
な
議
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主
義
の
問
題
は
、

国
連
に
お
い
て
大
き
く
な
る
懸
案
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
国
連
が
後
援
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や

人
権
委
員
会
の
決
議
、
人
権
高
等
弁
務
官
事
務

所
の
活
動
に
現
れ
て
い
る

ТШ

。

　

人
種
主
義
と
闘
う
こ
れ
ら
の
国
際
的
な
対
応

は
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
、
地
域
で

の
持
続
し
た
取
り
組
み
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い

る
。１　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　

欧
州
人
種
主
義
お
よ
び
不
寛
容
委
員
会

（E
uropean Com

m
ission against R

acism
 

and Intolerance : 

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
）
は
、
一
九
九

三
年
一
〇
月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か
れ
た
欧
州
評

議
会
の
加
盟
国
国
家
元
首
お
よ
び
政
府
の
第
一

回
サ
ミ
ッ
ト
（First Sum

m
it of H

eads of 
State and Governm

ent of the M
em
ber 

States of the Council of Europe

）
を
受
け

て
設
立
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
の
任
務
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
人
種
主
義
や
排
外
主
義
（
ゼ

ノ
フ
ォ
ビ
ア
）、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
不
寛
容
と

闘
い
、
人
権
の
擁
護
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と

で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
、
加
盟
国
の
法
律
や
政

策
、
そ
の
他
の
関
連
し
た
措
置
の
精
査
を
め
ざ

す
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
地
域
社
会
、
国
家

お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
さ
ら
な
る
行

動
を
提
言
す
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
加
盟
国
に
対
し

て
一
般
的
な
政
策
勧
告
を
策
定
し
、
加
盟
国
の

補
強
を
考
慮
し
て
、
法
的
な
措
置
を
吟
味
す

る

ТЩ

。
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
の
行
動
計
画
に
は
、
三
つ
の
側

論
文サ

イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
人
種
主
義
お
よ
び
排ゼ

ノ
フ
ォ
ビ
ア

外
主
義
と
闘
う

―

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
影
響
す
る
法
的
問
題
お
よ
び
国
際
協
力
を
促
進
す
る
方
法―

（
下
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カ
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面
が
含
ま
れ
る
。そ
れ
は
、国
別
ア
プ
ロ
ー
チ
、

全
般
的
な
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
市

民
社
会
に
関
連
し
た
活
動
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
の
現
在

お
よ
び
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
お
け
る
、
人
種
主

義
や
排
外
主
義
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
お
よ
び
不

寛
容
と
闘
い
な
ど
の
問
題
の
重
要
性
を
強
調
す

る
。
し
た
が
っ
て
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
、
人
種
主
義
的

憎
悪
に
対
す
る
闘
い
を
必
要
と
す
る
人
権
尊
重

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
違
法
コ
ン
テ
ン
ツ
の
阻
止
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
は
行
動
規
範
の
策
定
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
関
わ
る
全
て
の
関
係

者
を
対
象
と
し
た
自
主
規
制
措
置
の
導
入
を
奨

励
し
て
い
る
。

　

過
去
に
、
人
種
差
別
的
憎
悪
は
政
治
的
ア
ジ

ェ
ン
ダ
で
は
目
立
た
な
い
位
置
に
あ
っ
た
。
し

か
し
、
欧
州
評
議
会
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約

（Cybercrim
e Convention

）

│
米
国
や
カ

ナ
ダ
も
参
加
し
て
起
草
さ
れ
た
、
世
界
初
の
サ

イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
国
際
条
約

│
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
人
種
差
別
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
の

闘
い
に
お
い
て
一
歩
前
進
を
と
げ
た

ТЪ

。
二
〇
〇

一
年
に
、
欧
州
評
議
会
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
定
義

し
、
か
つ
禁
止
す
る
議
定
書
で
、
サ
イ
バ
ー
犯

罪
条
約
を
補
強
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

ТЫ

。
議
定

書
の
起
草
者
た
ち
は
、
よ
り
甘
い
法
律
を
有
す

る
国
に
サ
ー
バ
を
置
く「
違
法
ホ
ス
テ
ィ
ン
グ
」

を
防
ぐ
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
助
言
を
受
け

た
。

　

米
国
の
よ
う
な
欧
州
評
議
会
非
加
盟
国
が
出

席
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
加
盟
国
に
よ
り
サ
イ

バ
ー
犯
罪
条
約
が
協
議
さ
れ
た
た
め
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人
種
主
義
の
問
題
は
取
り
残

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
憲
法
が
自
由
な
言
論
の
権

利
を
保
護
し
て
い
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、

さ
ら
に
実
用
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
条
約
の
効

果
を
確
実
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
、
加
盟
国
の
刑
法
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
で
、
人
種
主
義
と
闘
う
た
め
の
国
際
的
な
法

律
上
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
す

る
議
定
書
の
採
択
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。
大

事
な
の
は
、
議
定
書
は
も
と
の
条
約
を
改
正
す

る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
種
主
義
的
あ
る

い
は
排
外
主
義
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
的
な
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
の
犯
罪
を
含
め
る
た
め
に
、
条
約
の

範
囲
を
広
げ
る
こ
と
で
条
約
を
補
完
す
る
と
い

う
こ
と
だ

ТЬ

。

　

二
〇
〇
二
年
五
月
に
発
表
さ
れ
た
議
定
書

は
、
加
盟
国
で
人
種
主
義
的
あ
る
い
は
排
外
主

義
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
た

め
に
現
行
法
を
利
用
す
る
人
々
を
起
訴
す
る
。

目
的
は
、
人
種
主
義
的
な
考
え
の
流
布
に
お
い

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
他
の
メ
デ
ィ
ア
と
同

じ
よ
う
に
扱
い
、
し
た
が
っ
て
同
様
の
制
限
を

適
用
す
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、
議
定
書
の
枠
組

み
の
な
か
で
は
、
表
現
の
自
由
へ
の
制
限
は
例

外
の
ま
ま
だ（
　
）
100

。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
条
約
に
署
名
し

て
い
る
三
四
カ
国
が
、
お
そ
ら
く
米
国
を
除
い

て
、議
定
書
に
署
名
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

も
し
議
定
書
に
署
名
す
る
の
を
拒
む
な
ら
ば
、

米
国
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主
義
問
題

に
つ
い
て
協
力
し
た
く
な
い
こ
と
を
正
当
化
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

欧
州
委
員
会
と
し
て
は
、五
三
七
万
ド
ル（
六

〇
〇
万
ユ
ー
ロ
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
の
人
種
主
義
的
コ
ン
テ
ン
ツ
を
規

制
す
る
必
要
性
を
重
視
し
た
。
こ
の
資
金
提
供

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
お
よ
び
人
種

主
義
的
コ
ン
テ
ン
ツ
に
取
り
組
む
た
め
に
も
と
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も
と
つ
く
ら
れ
た
、
よ
り
安
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
行
動
計
画
（Safer Internet A

ction 
Plan

）
の
最
終
段
階
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
資
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ

ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
潜

在
的
な
危
険
に
関
す
る
意
識
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
助
成
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
資
金
の

一
部
は
ま
た
、
人
々
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

遭
遇
し
た
有
害
コ
ン
テ
ン
ツ
に
関
し
て
報
告
で

き
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
で
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
の
創
設
に
充
当
さ
れ
る（
　
）
101

。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主
義
と
闘
う
た

め
に
、
多
く
の
主
導
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル

で
発
揮
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
検
察
当
局
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
種
主
義
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流

布
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
適
切
な
訓
練
を
受

け
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
や
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
よ
う
な
国
に
お
け
る
極
右
運
動
の

抬
頭
を
考
慮
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
人
種
主

義
に
よ
る
犯
罪
を
扱
う
た
め
の
共
通
基
盤
が
依

然
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
欧
州
委
員
会
は
、
現
実

の
世
界
で
違
法
な
も
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
違

法
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
前
提
か
ら

開
始
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
委
員
会
の

試
案
は
、
た
と
え
そ
の
人
種
主
義
的
な
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
欧
州
連
合
域
内
に
存
在
し
な
く
て

も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
の
利
用
に
供
す
る
た
め

に
作
っ
た
者
に
対
し
て
、
加
盟
国
の
反
人
種
差

別
法
が
適
用
で
き
る
よ
う
保
証
す
る
こ
と
を
追

求
す
る
。
こ
の
提
案
は
、
た
と
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
提
供
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
お

け
る
そ
の
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
は
刑

法
上
の
犯
罪
と
み
な
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

重
大
な
公
然
の
脅
迫
あ
る
い
は
侮
辱
、
そ
し

て
人
種
主
義
的
な
情
報
の
流
布
に
つ
い
て
、
欧

州
委
員
会
は
、
引
渡
処
分
に
相
当
し
う
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
犯
罪
に
対
す
る
処
罰
を
提
案
し
て
い

る
。
最
低
で
も
二
年
の
懲
役
刑
が
、
ほ
と
ん
ど

の
種
類
の
重
罪
に
適
用
さ
れ
う
る
。こ
れ
に
は
、

「
人
種
差
別
的
あ
る
い
は
排
外
主
義
（
ゼ
ノ
フ

ォ
ビ
ア
）
的
な
目
的
で
暴
力
あ
る
い
は
憎
悪
を

公
然
と
示
唆
す
る
こ
と
」
や
「
人
種
差
別
的
あ

る
い
は
排
外
主
義
（
ゼ
ノ
フ
ォ
ビ
ア
）
的
団
体

の
犯
罪
行
為
に
加
担
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
集
団
の
活
動
を
指
示
あ
る
い
は
支

持
、
参
加
す
る
こ
と
」
が
含
ま
れ
る（
　
）
102

。

　

し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
人
種
差
別
か

ら
保
護
さ
れ
る
権
利
と
表
現
の
自
由
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
は
、
欧
州
評
議
会
が
二
〇
〇
二
年
四

月
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
通
信
の
自
由
に
関

す
る
宣
言
草
案
（D

raft D
eclaration on 

Freedom
 of C

om
m
unication on the 

Internet

）に
反
映
さ
れ
て
い
る
。こ
の
宣
言
は
、

「
表
現
の
自
由
と
、
他
の
合
法
的
権
利
や
利
益

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
」
必
要
と
、「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
の
身
元
を
公
開
し
な
い
権
利

と
、
犯
罪
行
為
者
を
追
跡
す
る
警
察
当
局
の
ニ

ー
ズ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
」
こ
と
を
再
確
認
し

て
い
る
。
宣
言
は
ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
の
従
来
の
規
制
は
、
例
外
の
ま
ま
で
あ
る

べ
き
」
で
あ
り
、
ま
た
当
局
は
「
技
術
的
な
も

の
を
含
む
一
般
的
な
措
置
を
通
じ
て
、
人
々
が

情
報
や
そ
の
他
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
通
信
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
拒
否
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
述

べ
て
い
る（
　
）
103

。

　

簡
潔
に
言
え
ば
、
社
会
、
と
り
わ
け
若
い
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
へ
の
一
層
積
極
的
な
啓

発
と
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
各
国
内
で
の
実
践
を
含
む
、

加
盟
国
間
の
さ
ら
な
る
協
力
へ
の
必
要
性
が
高
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ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
常
設
の
監
視

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
調
停
機
関
、
そ
し
て
行
動
綱

領
の
準
備
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
行
動

す
る
調
整
機
関
の
設
立
が
、
将
来
の
た
め
の
一

歩
前
進
と
な
る
か
も
し
れ
な
い（
　
）
104

。

２　

国
連
人
権
高
等
弁
務
官

　

近
年
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
公
約
を
強
調
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
主
導
権
を
握
っ
て
き
た
。
一
九
九
七
年
一

一
月
に
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
は
人
種
差
別
撤
廃

条
約
の
条
項
に
関
連
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

役
割
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（Sem

inar on the 
R
ole of the Internet w

ith regard to the 
P
rovision

s of th
e In

tern
ation

al 
C
onvention on the E

lim
ination of A

ll 
Form

s of R
acial D

iscrim
ination

）
を
、

第
三
次
人
種
主
義
お
よ
び
人
種
差
別
と
闘
う
一

〇
年
（T

hird D
ecade to Com

bat Racism
 

and Racial D
iscrim

ination

）
の
枠
組
み
の

な
か
で
開
催
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人

種
差
別
的
行
為
と
闘
い
、
人
種
主
義
お
よ
び
人

種
差
別
を
撤
廃
す
る
た
め
の
国
際
社
会
の
努
力

を
再
認
識
す
る
た
め
の
、
世
界
規
模
で
は
最
初

の
重
要
な
一
歩
で
あ
っ
た（
　
）
105

。

　

こ
の
専
門
家
セ
ミ
ナ
ー
の
主
な
目
的
は
、
人

種
差
別
撤
廃
条
約
の
履
行
を
評
価
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
通
信
の
世
界
に
お
け

る
新
技
術
の
発
展
と
、
そ
し
て
と
り
わ
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
人
種
主
義
的
、
排
外
主
義
（
ゼ
ノ
フ
ォ

ビ
ア
）
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
世
界
中
に
流
布

す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
う
る
こ
と
に
注
目
し

た
。
言
論
の
自
由
の
よ
う
な
個
人
の
権
利
を
尊

重
し
な
が
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主

義
を
禁
止
す
る
た
め
に
、
国
際
法
に
基
づ
い
て

国
連
加
盟
国
と
し
て
の
義
務
を
遵
守
し
な
が

ら
、
加
盟
国
が
協
力
を
模
索
し
、
国
際
的
な
法

的
措
置
を
設
け
る
こ
と
を
セ
ミ
ナ
ー
は
勧
告
し

た
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
が
開
催
し
た
専
門
家
セ
ミ

ナ
ー
は
、
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
準
備
に
主
要
な
貢
献
を

し
た（
　
）
106

。
３　

他
の
団
体
の
行
動

　

民
間
ア
ク
タ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
米
国
の

南
部
貧
困
法
律
セ
ン
タ
ー
は
、
人
種
差
別
的
コ

ン
テ
ン
ツ
と
、
そ
れ
と
闘
う
人
々
の
対
応
に
関

す
る
情
報
を
掲
載
し
た
「
寛
容
（tolerance

）」

と
い
う
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
子
ど
も

た
ち
が
自
分
た
ち
の
作
品
を
掲
示
で
き
る
サ
イ

ト
に
加
え
、
読
み
も
の
も
含
め
た
、
子
ど
も
の

た
め
の
サ
イ
ト
も
多
く
存
在
す
る
。
他
の
サ
イ

ト
で
は
、
親
や
教
師
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
適
切
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
保
障
す
る

た
め
に
子
ど
も
た
ち
を
導
く
方
法
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
団
体
は
、
い
く
つ
か
の
ア
メ
リ
カ
に

拠
点
を
置
く
憎
悪
サ
イ
ト
の
た
め
に
も
ス
ペ
ー

ス
を
割
い
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
が
そ
こ
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
「
真
実
の
風
船
」
が
現
れ
て
、
こ
れ

ら
の
サ
イ
ト
に
あ
る
誤
っ
た
記
述
に
反
論
す

る
。
さ
ら
に
、
そ
の
サ
イ
ト
に
は
米
国
で
活
動

し
て
い
る
憎
悪
集
団
の
地
図
を
含
む
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
人
権
団
体
の
サ
イ
ト
へ
の

リ
ン
ク
も
あ
る（
　
）
107

。

　

英
国
の
チ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
（Chichester 

U
niversity

）
は
、
子
ど
も
と
青
少
年
の
た
め

の
サ
イ
ト
を
設
立
し
た
。
サ
イ
ト
の
訪
問
者
は

ま
ず
、
自
分
の
年
齢
や
人
種
、
宗
教
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
。
す
る
と
サ
イ
ト
は
訪
問
者
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を
、
自
分
の
人
種
差
別
経
験
に
つ
い
て
述
べ
る

同
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
に
引
き
合
わ
せ
る
。
ゲ

ー
ム
に
加
え
て
、
サ
イ
ト
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
だ
け
で
な
く
、
人
種
差
別

と
の
闘
い
に
関
す
る
統
計
や
そ
の
他
の
情
報
を

提
供
す
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
（M

edia Aware-
ness

）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
カ
ナ
ダ
の
非
営
利
組

織
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
よ
り

安
全
に
使
用
で
き
、
ま
た
不
快
な
コ
ン
テ
ン
ツ

に
対
処
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
情
報

を
、
親
や
教
師
、
学
生
に
対
し
て
提
供
す
る
ウ

ェ
ブ
・
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス
・
カ
ナ
ダ
（W
eb 

A
w
areness Canada

）
と
い
う
教
育
サ
イ
ト

を
運
営
す
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ゲ
ー
ム
は
、
子
ど
も
た
ち
が
「
オ
ン
ラ
イ
ン

コ
ン
テ
ン
ツ
の
な
か
で
偏
見
や
有
害
な
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
化
す
る
も
の
を
見
抜
け
」
る
よ
う
に

す
る（
　
）。
108

反
人
種
主
義
お
よ
び
人
々
の
友
愛
の
た

め
の
運
動
（M
ovem

ent A
gainst R

acism
 

and for Friendship A
m
ongst P

eoples : 

Ｍ
Ｒ
Ａ
Ｐ
）
は
、
人
種
主
義
問
題
に
関
す
る
訴

訟
事
例
や
法
律
に
関
す
る
記
事
に
加
え
、
人
種

主
義
と
の
闘
い
に
お
け
る
有
名
人
や
出
来
事
に

関
す
る
知
識
を
試
す
大
人
や
子
ど
も
向
け
の
ゲ

ー
ム
の
あ
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
成
し
た
。

四　

 

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る

人
種
主
義
と
闘
う
た
め
の
総
合

的
な
戦
略
に
向
け
て

　

二
〇
〇
一
年
八
月
三
一
日
か
ら
九
月
七
日
ま

で
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
ユ
ネ
ス

コ
は
人
種
主
義
と
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
を
主
要
な

焦
点
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開

催
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
国
連
人
権
高
等
弁

務
官
事
務
所
と
共
同
で
、
か
つ
国
際
人
権
政
策

評
議
会（International Council on H

um
an 

Rights Policy : 

Ｉ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
と
協
力
し
て

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
主
な
目
的
は
、
人
権
の
擁
護
と
人
種
主
義

と
の
闘
い
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
潜
在
的
役
割

を
考
察
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

今
ま
で
ユ
ネ
ス
コ
は
、
人
権
擁
護
に
お
け
る

「
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を

含
む
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
を
主
張
し
て
き
た
。

実
際
、
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）に
よ
っ
て
、

貧
困
に
生
き
る
人
が
自
分
た
ち
の
意
見
を
表
明

し
、
自
ら
の
権
利
を
さ
ら
に
広
く
認
識
さ
せ
る

よ
う
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

人
権
を
実
現
す
る
効
果
的
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ

と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
社
会

的
包
摂
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
と
、
固
定
化
し
た

差
別
構
造
を
壊
す
こ
と
に
お
い
て
、
積
極
的
な

役
割
を
明
確
に
果
た
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、

自
分
た
ち
の
政
府
の
不
正
の
糾
弾
を
図
る
人
権

団
体
に
、
大
い
に
貢
献
で
き
る
。

　

し
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
近
年
、
人
種
主
義
的
憎

悪
や
、
人
種
、
膚
の
色
、
民
族
、
宗
教
そ
の
他

の
特
徴
に
基
づ
く
差
別
を
煽
動
す
る
目
的
で
、

ま
す
ま
す
「
誤
用
」
さ
れ
て
き
て
い
る
。
人
間

の
尊
厳
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
倫
理
的
な
団
体

と
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
は
国
際
的
な
規
模
の
協
力

だ
け
で
な
く
、
国
家
政
府
の
レ
ベ
ル
で
も
よ
り

一
層
の
協
力
を
通
じ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
人
種
主
義
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
さ
ら

に
努
力
す
べ
き
だ
。

１　

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
法
に
お
け
る
ユ
ネ

ス
コ
の
最
近
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
概
観

　

ユ
ネ
ス
コ
は
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
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人
種
主
義
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
へ
の
悪
影
響

の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
す
ま
す
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
上
で
の
人
種
主
義
的
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
布
な

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
規
制
の
問

題
全
般
に
関
し
て
、
報
告
書
や
議
論
を
発
表
し

て
き
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
ユ
ネ
ス
コ
は
一
九
九
八
年
九

月
に
モ
ナ
コ
に
お
い
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス

の
新
た
な
環
境
に
関
す
る
法
的
問
題
を
討
論
す

る
た
め
に
専
門
家
会
議
を
開
催
し
た
。
ユ
ネ
ス

コ
の
主
催
で
、
こ
の
問
題
領
域
に
お
け
る
普
遍

的
で
倫
理
的
そ
し
て
法
的
な
枠
組
み
づ
く
り
の

実
現
可
能
性
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長

に
助
言
す
る
た
め
に
専
門
家
た
ち
が
招
待
さ
れ

た
。専
門
家
た
ち
は
、「
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、

人
間
性
に
対
す
る
複
雑
な
問
題
を
も
た
ら
す
好

ま
し
く
な
い
結
果
だ
け
で
な
く
、
利
益
と
機
会

を
も
た
ら
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た（
　
）。
109

彼
ら
は

ま
た
、
新
た
に
出
現
し
て
き
た
情
報
社
会
を
統

治
す
べ
き
原
則
や
法
律
、
そ
し
て
規
範
に
関
し

て
、
世
界
的
な
合
意
を
構
築
で
き
る
国
連
シ
ス

テ
ム
の
な
か
で
は
唯
一
の
国
際
組
織
で
あ
る
と

し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
を
認
識
し
た
。

　

し
か
し
会
議
で
注
目
さ
れ
た
の
は
、
も
っ
ぱ

ら
表
現
の
自
由
と
情
報
社
会
へ
の
参
加
に
関
す

る
権
利
だ
っ
た
。
人
種
差
別
的
な
憎
悪
の
煽
動

の
た
め
の
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
サ
イ
バ

ー
ス
ペ
ー
ス
の
利
用
に
対
応
す
る
さ
い
に
、
主

と
し
て
重
要
な
「
差
別
か
ら
の
自
由
の
権
利
」

や
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

語
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
は
ソ
ウ
ル
（
韓
国
）
で
一
九
九
八

年
九
月
、
別
の
会
議
を
開
催
し
た
。
会
議
の
最

後
に
導
き
出
さ
れ
た
結
論
も
や
は
り
、
表
現
の

自
由
と
情
報
の
自
由
な
流
れ
の
促
進
に
集
中
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
が「
基

本
的
な
権
利
お
よ
び
民
主
主
義
的
統
治
を
十
分

尊
重
す
る
方
法
」
で
発
展
す
る
べ
き
こ
と
、
ま

た
「（
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
な
配
慮
よ
り
、

経
済
的
な
配
慮
に
よ
っ
て
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー

ス
活
動
に
関
す
る
現
在
の
議
論
が
主
に
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
言
及
さ
れ
た（
　
）
110

。

　

も
っ
と
最
近
に
な
る
と
、
二
〇
〇
二
年
一
一

月
に
ユ
ネ
ス
コ
が
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
規
制
の

た
め
の
国
際
基
準
の
設
定
な
ど
、
主
な
重
要
問

題
を
議
論
し
た
「
情
報
社
会
に
お
け
る
表
現
の

自
由
」（“Freedom

 of Expression in the 

Inform
ation Society”

）
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
地
域
レ
ベ
ル
（
例
：
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
諸
機
関
）
で
は
、
今
ま
で
に
さ
ま

ざ
ま
な
主
導
的
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
領
域
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
規
制
の
普
遍
的
な
手
段
を
確
立
す
る
た
め
に

拡
大
し
う
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ

る
。
基
準
設
定
の
文
書
が
な
い
場
合
は
、
中
長

期
の
代
替
的
な
行
動
方
針
を
提
案
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

２　

今
後
と
り
う
る
行
動

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
憎
悪
に
取
り
組
む
と

き
、
四
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
。

①
無
視
す
る
。「
憎
悪
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
広
め
る
こ
と
は
、
存
続
の
た
め
に
注
目
が

必
要
だ
と
い
う
前
提
に
立
つ
」
戦
略
で
あ

る（
　
）。
111

憎
悪
の
煽
動
者
を
無
視
す
る
こ
と
は
、

彼
ら
が
望
む
宣
伝
を
獲
得
で
き
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。

②
公
開
す
る
。「
教
育
を
通
じ
た
調
和
の
概
念

に
基
づ
い
て
」。
真
実
に
つ
い
て
人
々
を
教

育
し
、
人
々
が
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
真
実
の

歪
曲
と
し
て
み
る
こ
と
で
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
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チ
は
そ
の
効
果
を
失
う
可
能
性
が
高
い
。

③
刑
事
罰
の
対
象
に
す
る
。「
法
の
力
に
基
づ

い
て
」。
ヘ
イ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
流
布
を
違

法
行
為
と
す
る
こ
と
で
、
憎
悪
の
煽
動
者
た

ち
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
人
種
差
別
の
発

信
の
流
量
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
た
ち
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
活
動
の
縮
小
を
選

択
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

④
断
ち
切
る
。
単
に
、
特
定
の
サ
イ
ト
を
遮
断

す
る
こ
と
で
、
発
見
不
可
能
に
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

│
無
視
と
は
正
反
対
の
戦
略

で
あ
る
。
断
ち
切
る
こ
と
は
、
人
々
が
情
報

に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。

憎
悪
に
関
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
す
る
こ

と
を
違
法
に
す
る
代
わ
り
に
、
見
つ
け
る
の

を
不
可
能
に
す
る
。
米
国
の
多
く
の
大
学
が

特
定
の
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
遮
断
す
る

こ
と
で
、
彼
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
あ
る

種
の
問
題
あ
る
言
論
を
追
放
し
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
四
つ
の
選
択
肢
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種
主
義
問
題
に
取
り
組

む
た
め
に
こ
れ
ま
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
に
長
所
と
短
所
が
あ
る
が
、
長
期
的
に
効

果
が
あ
る
唯
一
の
解
決
法
は
、
憎
悪
集
団
を
公

開
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

の
禁
止
に
代
わ
る
方
法
と
し
て
、
憎
悪
に
反
対

す
る
多
く
の
活
動
家
が
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

公
表
す
る
た
め
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
い
る
。
活
動
家
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
憎

悪
を
広
め
る
だ
け
で
な
く
、
批
判
に
さ
ら
す
た

め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
で
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
き
た
。
多
く
の
人
々
が
個
人
的
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
憎
悪
を
監
視
し
て
い
る
。そ
の
上
、

な
か
に
は
「
よ
り
多
く
の
言
論
を
。
検
閲
は
、

互
い
に
不
信
を
抱
き
、
疑
う
よ
う
グ
ル
ー
プ
を

煽
動
す
る
憎
悪
に
満
ち
た
考
え
の
蔓
延
と
闘
う

唯
一
の
方
法
で
は
な
い
」
と
い
う
原
則
に
従
う

ニ
ツ
コ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（N

izkor 
Project

）
の
よ
う
な
、
さ
ら
に
大
き
な
集
団

を
構
成
し
て

112
い
る（
　
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
サ
イ

ト
の
公
表
そ
の
も
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
憎
悪
と
闘
う
の
に
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。

３　

一
層
の
セ
ク
タ
ー
間
協
力

　

教
育
を
通
じ
て
憎
悪
と
闘
う
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
人
種
主
義
的
言
論
の
流

布
と
闘
う
代
替
方
法
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
性
質
そ
の
も
の
が
、
法
律

の
施
行
や
検
閲
の
適
用
を
さ
ら
に
難
し
く
す

る
。
教
育
を
通
じ
て
憎
悪
と
闘
う
運
動
が
全
て

の
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
も
し
た
っ
た
一
人
で
も
憎
悪
集
団
を
避
け

る
な
ら
、
努
力
は
報
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点

に
関
し
て
、
ユ
ネ
ス
コ
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
手
段
に
関
す
る
情
報

を
広
め
る
た
め
、
教
育
お
よ
び
通
信
の
専
門
知

識
を
有
し
て
い
る
。

　

倫
理
的
な
団
体
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
は
、
人
種

差
別
用
語
の
使
用
や
偏
見
を
抱
か
せ
る
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
、
そ
し
て
人
種
や
宗
教
お
よ
び
他
の

特
徴
の
不
必
要
な
言
及
を
禁
止
す
る
倫
理
的
お

よ
び
自
主
規
制
の
行
動
綱
領
を
採
択
し
て
い

る
。

４　

 

関
連
組
織
お
よ
び
政
府
と
の
よ

り
一
層
の
国
際
協
力

　

ユ
ネ
ス
コ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
種

主
義
と
闘
う
た
め
に
継
続
的
に
取
り
組
み
を
す

る（
Ｏ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
の
よ
う
な
）国
連
組
織
や（
Ｅ

Ｕ
レ
ベ
ル
の
）
地
域
の
組
織
と
の
協
力
を
維
持
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す
る
だ
け
で
な
く
、
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。

ユ
ネ
ス
コ
は
、
政
府
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民

間
団
体
、
業
界
な
ど
、
国
際
舞
台
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
か
ら
の
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
ん
で
、「
多

面
的
な
」
形
の
協
力
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ

る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
法
律
を
制
定
し
た
り
政
府
の

国
内
問
題
に
干
渉
す
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
な
お
ユ
ネ
ス
コ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
偏
見
あ
る
言
論
と
闘
う
た
め
の
措

置
の
採
択
を
支
援
で
き
る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
政

府
が
組
織
に
ア
ク
セ
ス
の
遮
断
を
奨
励
で
き
る

ヘ
イ
ト
サ
イ
ト
の
リ
ス
ト
の
蓄
積
を
通
じ
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
憎
悪
を
監
視
し
よ
う
と

す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
緊
密
な
協
力
が
可
能
に
な
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と

闘
う
た
め
の
国
際
的
な
調
整
機
関
の
設
立
は
、

そ
の
実
現
が
、
ユ
ネ
ス
コ
の
よ
う
な
国
連
シ
ス

テ
ム
の
組
織
を
含
ん
だ
関
係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ク
タ
ー
間
で
の
協
力
の
程
度
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
よ
う
な
、
長
期
目
標
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
国
家
政
府
の
法
律
に
お
け
る
現
存
の

格
差
の
よ
う
に
、
立
ち
は
だ
か
る
可
能
性
の
高

い
多
く
の
障
害
を
検
討
す
る
こ
と
が
実
現
可
能

か
ど
う
か
は
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
。

五　

 

将
来
の
課
題
と
、
そ
れ
が
ユ
ネ

ス
コ
の
行
動
計
画
に
持
つ
意
味

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
目
標
で
あ
る
。
し
か

し
、
人
権
を
尊
重
し
な
い
ア
ク
セ
ス
は
嘆
か
わ

し
く
、
ま
た
基
準
や
安
全
の
重
大
な
侵
害
で
あ

る
。
ユ
ネ
ス
コ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
憎

悪
と
闘
う
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
支
援
す
る

た
め
に
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
す
る
べ
き

だ
。
中
期
的
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
、
一
層
総
合

的
な
戦
略
の
枠
組
み
の
な
か
で
実
施
さ
れ
る

「
適
正
行
動
」
基
準
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
こ

と
も
可
能
だ
ろ
う
。
長
期
的
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ

は
欧
州
評
議
会
の
よ
う
な
他
の
組
織
と
協
力
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連
す
る
行
動
基
準

に
関
す
る
包
括
的
な
方
針
を
策
定
す
る
機
関
の

設
立
に
参
加
す
る
か
も
し
れ
な
い（
　
）
113

。
多
く
の

人
々
が
組
織
を
創
設
し
、
そ
の
新
組
織
で
活
動

す
る
方
が
、
既
存
の
組
織
を
改
革
す
る
よ
り
も

容
易
で
効
果
的
だ
と
思
う
だ
ろ
う
。

　

ユ
ネ
ス
コ
に
と
っ
て
主
要
な
課
題
の
ひ
と
つ

は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
表
現
の
自

由
の
権
利
と
差
別
す
る
自
由
の
権
利
の
間
で
バ

ラ
ン
ス
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。今
ま
で
、

ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
の
多
く
は
、
表
現
の
自
由
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
基
本
的
人
権
や

民
主
主
義
の
基
盤
を
む
し
ば
み
が
ち
な
状
況
で

あ
る
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す

る
こ
と
に
関
し
て
は
、あ
ま
り
語
っ
て
い
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン

ツ
に
関
す
る
現
在
の
議
論
を
方
向
転
換
す
る
必

要
が
あ
る
。
表
現
の
自
由
を
台
無
し
に
す
る
恐

れ
が
よ
り
少
な
い
、
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可

能
性
を
さ
ぐ
る
た
め
に
、
よ
り「
心
を
開
い
た
」

議
論
は
、
効
力
に
疑
問
の
あ
る
法
的
規
制
を
し

の
ぐ
だ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
憎
悪
に

対
す
る
闘
い
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

時
に
は
、
望
み
な
き
闘
い
の
よ
う
に
見
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
暗
闇
を
呪
う
よ

り
、
ろ
う
そ
く
を
と
も
す
ほ
う
が
よ
い
」の
だ
。
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